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⃝
 

県
立
遠
野
病
院
裏
の
狭

あ
い
道
路
拡
張
と
水
路

の
整
備
を
。

⃝
 

行
政
区
や
自
治
会
の
再

編
見
直
し
に
つ
い
て
の

現
状
は
。

⃝
 

円
滑
な
行
政
区
活
動
の

た
め
に
区
長
報
酬
を
上

げ
る
べ
き
で
は
。

土
淵
会
場

会
場
： 

土
淵
地
区
セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
29
名

⃝
 

シ
カ
に
よ
る
被
害
で
、

貞
任
高
原
の
水
芭
蕉
が

咲
か
な
い
。
電
気
牧
柵

を
設
置
し
立
入
禁
止
と

な
っ
て
い
る
が
、
経
緯

を
知
ら
せ
る
看
板
の
設

置
で
観
光
客
へ
の
配
慮

を
。

⃝
 

小
烏
瀬
川
内
の
樹
木
等

の
伐
採
・
撤
去
、
堆
積

す
る
土
砂
へ
の
対
応
を
。

⃝
 

カ
ッ
パ
ロ
ー
ド
交
差
点

へ
の
信
号
機
及
び
横
断

歩
道
の
設
置
を
。

⃝
 

た
い
肥
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ

ー
ド
を
増
や
し
て
完
熟

た
い
肥
を
供
給
し
て
ほ

し
い
。

⃝
 

児
童
館
の
設
置
も
含
め

た
土
淵
小
学
校
の
改
築

を
。青

笹
会
場

会
場
： 

青
笹
地
区
セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
18
名

⃝
 

放
課
後
の
子
ど
も
の
居

場
所
が
不
足
。
青
笹
児

童
館
の
拡
張
を
。

⃝
 

青
笹
保
育
園
で
園
児
が

増
え
手
狭
。
兄
弟
で
同

じ
保
育
園
に
入
れ
な
い

状
況
も
。
早
め
の
対
策

を
。

⃝
 

ゴ
ミ
集
積
所
の
老
朽
化

に
伴
う
移
設
を
検
討
。

資
金
面
の
助
成
を
。

⃝
 

Ｊ
Ｒ
関
田
踏
切
か
ら
関

田
橋
に
歩
道
の
整
備
を
。

⃝
 

小
学
生
に
声
掛
け
事
案

も
発
生
し
て
い
る
の

で
、
通
学
路
に
街
路
灯

の
設
置
を
。

上
郷
会
場

会
場
： 

上
郷
地
区
セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
18
名

⃝
 

多
面
的
機
能
支
払
制
度

に
係
る
長
寿
命
化
へ
の

取
り
組
み
に
対
す
る
国

の
補
助
を
全
額
に
。

⃝
 

農
地
中
間
管
理
事
業
を

利
用
し
法
人
化
し
た
い
。

市
の
対
応
を
要
望
す
る
。

⃝
 

議
会
が
市
に
要
望
す
る

際
、
そ
の
必
要
予
算
額

と
財
源
も
考
え
要
望
す

べ
き
。

⃝
 

一
般
質
問
に
対
し
内
容

の
重
複
は
避
け
る
べ
き

で
は
。
答
弁
も
長
い
。

⃝
 

農
業
分
野
等
、
常
任
委

員
会
で
継
続
調
査
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
目
標
達
成
を
。

⃝
 

議
会
に
お
い
て
市
政
課

題
を
突
き
詰
め
て
調
査

研
究
し
、
議
員
発
議
を

す
る
よ
う
な
会
派
の
取

り
組
み
を
。

⃝
 

市
で
絶
滅
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
ハ
マ
ナ
ス
に
つ

い
て
、
自
生
地
の
再
生

と
繁
殖
を
。

⃝
 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
、
任
期
満
了
後
に
定

住
で
き
る
支
援
を
。

⃝
 

中
学
校
再
編
の
検
証
が

必
要
で
は
。

⃝
 

高
校
進
学
の
実
態
を
検

証
し
、
地
元
進
学
に
向

か
わ
せ
る
努
力
と
工
夫

が
必
要
で
は
。

宮
守
会
場

会
場
： 

み
や
も
り
ホ
ー
ル

参
加
者
：
13
名

⃝
 

ま
ち
づ
く
り
検
証
委
員

会
の
検
証
結
果
で
何
が

変
わ
っ
た
か
。

⃝
 

達
曽
部
診
療
所
閉
所

後
、
タ
ク
シ
ー
で
遠
方

の
病
院
に
通
院
し
て
い

る
た
め
経
済
的
負
担
が

大
き
い
。
支
援
策
を
。

⃝
 

バ
ス
代
の
補
助
だ
け
で

は
な
く
、
自
家
用
車
で

通
院
す
る
透
析
患
者
に

対
し
て
補
助
が
欲
し
い
。

⃝
 

宮
守
イ
ン
タ
ー
付
近
で

工
事
が
終
わ
っ
て
い
な

い
箇
所
が
あ
る
。
住
民

が
納
得
で
き
る
説
明
を
。

遠
野
会
場

会
場
：
あ
え
り
あ
遠
野

参
加
者
：
19
名

⃝
  

遠
野
な
ら
で
は
の
小
中

高
一
貫
教
育
の
指
導
体

制
を
構
築
し
学
力
の
強

化
を
。

⃝
 

中
長
期
的
改
修
で
一
年

を
通
し
て
水
が
流
れ
る

（
排
雪
も
で
き
る
）
市

街
地
の
水
路
に
。
市
の

計
画
に
反
映
を
。

⃝
 

地
区
に
配
置
の
除
雪
機

の
増
台
を
。

⃝
 

行
政
区
の
再
編
に
つ
い

て
、
市
の
具
体
的
な
取

り
組
み
の
説
明
を
。

⃝
 

仮
設
住
宅「
希
望
の
郷
」

を
補
強
し
、
希
望
す
る

人
に
残
っ
て
い
た
だ
け

る
対
応
を
。

⃝
 

材
木
町
側
の
早
瀬
川
堤

防
の
補
強
を
。

⃝
 

Ｉ
Ｌ
Ｃ
（
国
際
リ
ニ
ア

コ
ラ
イ
ダ
ー
）
の
誘
致

を
。

⃝
 

遠
野
の
一
次
産
業
を
守

る
た
め
に
、Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
協
定
）
に
よ
る
不

安
を
な
く
す
る
働
き
か

け
を
。

綾
織
会
場

会
場
： 

綾
織
地
区
セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
17
名

⃝
 

清
養
園
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
整
備
計

画
は
。

⃝
 

汚
染
牧
草
の
保
管
に
使

用
し
た
テ
ン
ト
の
利
活

用
は
。

⃝
 

市
の
ご
み
の
減
量
化
、

ご
み
処
理
の
有
料
化
の

現
状
は
。

⃝
 

高
校
再
編
、
２
校
存
続

の
強
い
働
き
か
け
を
。

⃝
 

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以

上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
で
、
子
ど
も
達
が

犯
罪
や
選
挙
違
反
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
取

り
組
み
を
。

⃝
 

管
理
委
託
河
川
水
門
等

箇
所
一
覧
表
の
見
直

し
、
猿
ケ
石
川
河
川
の

立
木
伐
採
整
備
の
早
急

な
対
応
を
。

⃝
 

洪
水
等
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
を
。

⃝
 

自
主
防
災
活
動
が
不
十

分
で
は
。

小
友
会
場

会
場
： 

小
友
地
区
セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
18
名

⃝
 

市
指
定
天
然
記
念
物
が

十
分
に
管
理
さ
れ
て
い

な
い
。
対
応
を
要
望
す

る
。

⃝
 

千
本
桂
の
木
が
伐
採
木

運
搬
の
た
め
被
害
を
受

け
た
。早
急
な
対
応
を
。

⃝
 

農
業
振
興
計
画
の
作
目

別
詳
細
計
画
の
策
定
を
。

⃝
 

火
災
発
生
時
に
消
防
団

が
機
能
し
な
い
。

⃝
 

火
災
の
発
生
時
の
防
災

無
線
放
送
が
適
切
で
な

い
。

⃝
 

子
ど
も
達
へ
の
伝
承
の

た
め
に
も
、
芸
能
の
保

存
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
に
支

援
を
。

⃝
 

新
規
に
農
業
参
入
す
る

若
い
人
に
は
助
成
が
あ

る
が
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
に

も
助
成
と
技
術
指
導
を
。

⃝
 

老
朽
化
等
で
危
険
な
橋

梁
の
補
修
を
。

附
馬
牛
会
場

会
場
： 

附
馬
牛
地
区
セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
10
名

⃝

遠
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
国
道
２
８
３
号

線
へ
の
接
続
部
、
２
車

線
化
を
。

⃝

木
工
団
地
や
水
光
園
で

実
験
し
て
い
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
の
一
般

へ
の
拡
張
性
は
。

⃝

安
居
台
か
ら
矢
崎
に
抜

け
る
市
道
、
水
が
山
か

ら
流
れ
土
砂
が
溜
ま

る
。
市
道
の
舗
装
を
。

⃝

重
端
渓
の
側
溝
の
蓋
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
改
修

を
。

⃝

荒
川
高
原
に
埋
め
た
汚

染
稲
藁
の
環
境
へ
の
影

響
は
な
い
の
か
。

⃝

荒
川
高
原
に
観
光
客
用

ト
イ
レ
の
設
置
を
。

⃝
 

附
馬
牛
小
学
校
跡
地
の

今
後
の
見
通
し
は
。

松
崎
会
場

会
場
： 

松
崎
地
区
セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
19
名

⃝
 

八
幡
住
宅
周
辺
の
市
道

の
補
修
と
、
歩
道
の
早

期
整
備
を
。

⃝
 

市
営
八
幡
住
宅
へ
の
入

居
者
保
証
人
の
要
件
緩

和
を
。

⃝
 

農
業
対
策
の
積
極
的
な

議
論
を
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

は
反
対
の
働
き
か
け
を
。

⃝
 

小
田
沢
の
側
溝
の
破
損

箇
所
を
補
修
し
て
ほ
し

い
。

⃝
 

市
民
サ
ッ
カ
ー
場
周
辺

の
水
路
に
危
険
防
止
の

蓋
の
設
置
を
。

　
市
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
を
、
４
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
３
日
間
、
市
内
９
会

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
６
１
人
（
う
ち
女
性
16
人
）
の
皆
様
か
ら
、
１
０
６
項
目
に
わ
た
る
意
見
・
提

言
を
頂
き
ま
し
た
。(
内
訳
７
頁
）
こ
れ
ら
の
意
見
・
提
言
は
、
３
つ
の
常
任
委
員
会

で
調
査・研
究
を
行
い
、
市
政
へ
の
政
策
提
言
、
要
望
行
動
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
等
の
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

懇談会での意見・提言の分野別件数と主な内容
分野別 件数 主　な　内　容

インフラ整備 23 生活道路、橋梁、水路、公園、観光施設、インター周辺
市 民 生 活 18 行政区、ごみ処理、街灯、公共交通、子育て支援、市営住宅要件、区長報酬

農 畜 林 業 13 シカ被害対策、農業振興計画、多面的機能支払、農地中間管理、
後継者

防 災 11 水害対策、水防計画、自主防災、消防団、防災無線、土砂対策
議 会 9 議会運営、調査研究
学 校 教 育 7 学力向上、施設整備、高校再編、中学校再編の検証
文 化 財 6 管理、郷土芸能、かやの保存、遠野遺産
放 射 能 対 策 5 保管場所利活用、測定値公表、除染対策
観 光 振 興 5 観光案内、SL 銀河、観光マップ、トイレ設置
産 業 経 済 3 木質バイオマス、移住定住
健 康 福 祉 2 診療所、透析患者への助成
震 災 復 興 1 仮設住宅
そ の 他 3 職員人事、2019 ラグビーワールドカップ支援

合　計 106

『
市
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
』を
開
催

平 

成 

28 

年 

度

　
懇
談
会
で
の
意
見・提
言
は
、三
常
任
委
員
会
に
振
り
分
け
、

市
政
課
題
と
し
て
調
査
研
究
す
る
事
項
を
定
め
、
来
年
度
予

算
を
伴
う
も
の
を
９
月
下
旬
に
市
に
要
望
。
そ
の
他
の
事
項

も
予
算
委
員
会
等
で
取
り
上
げ
、
２
月
に
対
応
し
た
経
過
等

を
公
表
し
ま
す
。
道
路
や
橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
へ
の
要
望
は
、

緊
急
度
を
判
断
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

市民と議会との懇談会 市民と議会との懇談会


